
宮城県ケアマネージャー協会気仙沼支部研修会報告 

～ひもときシートを活用した認知症ケアの気づきを学ぶ研修会～ 

 

日時：平成 22 年 10 月 28 日(木) 

午後 1時 30分～午後 3時 30 分 

場所：気仙沼保健福祉事務所 2階 カンファレンス室 

参加者：14 名 

◆テーマ：「ひもときシートの活用について」 

講 師：㈲村伝 グループホーム村伝 管理者 熊谷光二 

◆内 容 

   「ひもときシート」はアセスメントシートの前段階に使用するもので、情報を収集する援助者が困難と感じ

ている立場での「課題の整理」認知症の人が発する行動や言葉を確認する「事実の確認」、続いて、認知症の人

の要望や願いに置き換えて考えるものとして作成されたものです。 実際の研修会では、①ひもときシートの開

発の経緯 ②ひもときシートの流れ ③事例に基づいた演習 という流れで行われています。 

参加者の感想 

「介護計画作成時のアセスメントツールは包括支援

プログラムを中心に使用しており、センター方式は各

居室担当者が作成し、計画作成担当者がまとめている。

今回、研修会で使用したひもときワークシートの思考

展開シートは、使用することで認知症の方を深く知る

ことができると思う。」 

「センター方式を使いたいと考えていたが、活用出来

ていなかった。研修に参加してさらに学びたい人とし

てのケアを高めていきたい。」 

「介護計画作成を一人で行っており、困難な状況があ

ったが、今回の研修会で解決の糸口が掴めたように思

う。その場しのぎの対応でマネンリ化を反省させられ

た。新たにシートに触れて良かった。」 

「センター方式を作り変えた様式で行っていた。その為に確認する事項に漏れがなかったかなど不安になってい

た。外部講師より、アドバイスを受け 151 のシートを使っていたが、状況に合わせて今回、使用したシートも使

っていきたい。」 

「以前、ひもときシートを別の職員が研修会に参加し、導入していたが現場の担当の方が多く記入できていた。

入居者に接して情報を収集する大切さを実感した。介護計画がケアの基本になるように、シートを活用して、ケ

アプランを作成していきたい。」 

「ひもときシートを使用しており、カンファレンスで情報収集を行うことで多くの情報が整理できた。今後も使

用の回数を増やしていきたい。」 

「センター方式をアセスメントとして使用している。今回の演習では様々な職種と連携ができた。現場に戻って

も使用したい。」 

「センター方式のＣシートに、思考展開シートのような項目があると書きやすいと思った。今後も併用して使用

していきたい。」 

「自事業所にて使用することで、新たな解決の糸口が見えると思った。実際に使用してみたい。」 

「センター方式も思考展開シートも空欄を埋めることが重要と思った。課題意識が大切で職員へも使っていきた



い。」 

「認知症の方の言葉などは文章に置き換えることが大切であり、想いを文字にすることで理解に繋がっていくと

考えられる。」 

「センター方式を使っているが空欄が多い。主観だけでは認知症の人を捉えることができない。チームでの情報

収集など大切さを学んだ。」 

閉会後は記念撮影をしました。 

▲演習事例に熱心に取り組んでいます       ▲他職種間で事例から拾いあげた情報を 

共有しています。  

 

▲気仙沼・南三陸町のグループホームに勤務する介護支援専門員の方々です。 

 


